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生活習慣病対策関連データ（特定健康診査・特定保健指導データ）を使用した研究 

 

特定健康診査（特定健診）は、40~74歳（実施年度中に 75歳になる者も含む）の保険加入

者を対象として、2008年 4月より全国の市町村で導入された、年一回実施される健康診断

である。特にメタボリックシンドロームに着目し、その該当者あるいは予備軍と診断され

た人々に対しては、特定保健指導と呼ばれる、生活習慣の改善に向けたサポートが実施さ

れる。この特定健診および特定保健指導のデータを用いて、特定保健指導による介入効果

の解析や、都道府県別の健康状態およびその改善度の比較などが可能である。特に、特定

健診および特定保健指導では全国統一の様式で多量のデータが蓄積されていることから、

精度の高い実情や課題の把握が可能であると考えられる。本抄読会では、今回使用する予

定のデータの概要および先行研究について紹介する。 
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